
 

  ８日： 立冬 

  １３日： 新月 旧 １０月 １日 

２２日： 小雪 

２７日： 満月 旧 １０月 １５日 

 

 秋、気になるのは白鳥の南下と雪虫。 

１０月２４日、二十四節季「霜降」の朝。初霜・

初氷を確認しました。その日の午後、陽の光の加

減で大量の虫がキラキラと舞っている。その中に

近づいて確認すると白い綿毛の付いた虫が半分

以上含まれている。雪虫の大量発生です。夏の高

温と良い天気が影響しているようです。こんな

に沢山の雪虫は初めてです。 

３０日、ビートの収穫中に北へ向かう５羽の

白鳥を見ました。さすがに暖かくて戻ってきた

のかな？暫く北海道で様子を見ようか？ 

３１日漸くビートの収穫が終わりました。今

年は、褐斑病というビートの葉が枯れる病気が

何処でも発生していて葉が枯れた後に新しい葉

が出てくるためにビートの栄養が使われてしま

い糖分が極端に低くなっています。１０月中旬

の１回目のビートの出荷の平均糖分は１２．４でした。 

9月末に手で収穫した有機ＪＡＳ赤ビーツも同様に糖分は低くなっています。 

普通なら土をむきだしのまま冬を迎える畑。５月に萌える目に優しい林野の新緑の様に、越冬エ

ン麦は１０ｃｍ程に成長して有機ＪＡＳの畑を薄緑色で優しく覆ってくれています。赤ビーツを収

穫した部分はエン麦の播種時期より遅く作業する為、残念ですが土を露出したまま冬を迎えます。 
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